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清瀬 結核の歴史展
　清瀬市における学校教育及び生涯学習を市民とともに進めていく教育の方針
を示した、第２次清瀬市教育総合計画マスタープラン基本構想を策定しました。
第１次マスタープランの基本方針である「当たり前のことを当たり前にできる
教育」を継承するとともに、本市の最上位計画である第４次長期総合計画の基

本理念「手をつなぎ　心をつむぐ　みどりの清瀬」の視点に立ち、市民の皆さ
んが心身ともに健やかに成長し、生涯学習を通じて誰もが生きがいと活力に満
ちた生活を送ることによって、都市格が高い清瀬のまちを目指します。
問合せ　教育総務課庶務係☎497・2537

「子供が育つ   市民が育つ   まちも育つ　清瀬の教育」を基本理念に、新しい計画が始まります

基本理念「子供が育つ　市民が育つ　まちも育つ　清瀬の教育」
を実現するための 5 つの柱と方向性

【生涯学習】

◆�市民ニーズに応じた生涯学習活動
の支援
◆�生涯学習施設の学びとコミュニテ
ィ機能の推進
◆�「生きる力・考える力」を高め、
伝えるための世代を超えた学びの
場の提供

◆�「確かな学力」の育成
◆�学びへの関心や意欲を高めるため
の教育の推進
◆�豊かな心と撓

し な

やかで強
したた

かな心の育
成
◆�運動習慣の確立による体力の向上
◆教育環境の整備

◆�保護者への様々な学びや交流の場の提
供
◆�家庭の教育力向上のための普及・啓発
◆�子育て、教育、生き方にかかわる支援
体制の構築

◆�日本の良さ、清瀬の
魅力を理解し、内外
に向けて発信する力
の育成
◆�清瀬の文化や歴史を
深く学ぶことのでき
る機能の強化
◆�体験を通した郷土文
化の継承と郷土愛の
醸成

◆世代を超えた地域コミュニティの構築
◆�地域の力を学校に生かす仕組みづくり
の推進

　第２次清瀬市教育総合計画マスタープラン基
本構想は、「地域コミュニティ」を核とした5
つの柱と16の方向性が「学びと育ちの循環型社
会」（下記参照）を形成することを通じて、基本
理念を実現させます。

第２次清瀬市教
育総合計画マス
タープラン基本
構想の全文は、
市ホームページ
からご覧になれ
ます。

「 学 び と 育 ち の 循 環 型 社 会 」 と は　
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第２次清瀬市教育総合計画
マスタープラン基本構想を策定

郷土博物館

　かつては不治の病と恐れられた結核。その治療と根絶に向けた清瀬の80余年の歴史をわかりやすく知る
ことできる、「清瀬 結核の歴史展」を開催します。また、関連事業として日帰りモニターツアーと講演会
も開催。どちらもぜひお越しください。運営主体　世界を結核から守るまちKIYOSE運営協議会／問合せ
　株式会社JTBコーポレートセールス法人営業東京多摩支店☎042・521・5550、秘書広報課☎497・1808

（本事業は、清瀬市まちづくり委員会からの提言を踏まえ、東京都の「地域資源発掘型実証プログラム事
業を活用して実施するものです）

入場
無料

２月３日㈮～12日㈰
午前９時～午後５時（２月６日㈪は休館）

※直接会場へ。

清 瀬 と 結 核 の 関 わ り
貴 重 な 資 料 ・パ ネ ル 展 示

映 像 コ ー ナ ー

　大きく10の展示ブースに分け、さまざまな切り
口から結核と清瀬が担ってきた役割についてひも
ときます。清瀬と結核の歴史を振り返るとともに、
これまで知らなかった結核について学ぶことで、
予防意識を高めることができます。
【展示テーマ（予定）】
①コッホが結核菌を発見！②清瀬に結核病院が来
る③結核の民間療法④清瀬の結核療養所街⑤撲滅
キャンペーン・ポスター⑥世界と結核⑦小児結核
⑧結核と文学⑨ウイルスの逆襲⑩医療のまちから
未来へ

　７７年にわたって結核と戦い続けたきた結核予防
会が、啓発のため、これまでにさまざまな映像作
品を作ってきました。それら貴重な作品の数々を
上映します。じっくりとご覧いただけるよう、閲
覧席も用意します。

上写真：1956年（昭和
31年 ）に 撮 影 さ れ た、
清瀬病院の航空写真
右写真：結核菌を発見
したロベルト・コッホ
氏

　近代日本の歩みに大きな影響を与えた病気の一
つ、結核。ピーク時には「亡国病」とも呼ばれたこ
の病に対処すべく、東京府（当時）は雑木林の広が
る清瀬に結核療養所を建てることを計画します。し
かし結核の病院設立には、清瀬村議会も反対の意見
書を議決し、村民も抵抗しました。そういった動き
があったものの、伝染病対策の重要性もあり、昭和
６年（1931年）に東京府立清瀬病院が開院。その後、
次々と療養所が建設され、多い時には５千人が入所
する一大療養所群となりました。療養所では「昭和
の俳聖」と呼ばれた石田波郷も療養生活を送り、随
筆集『清瀬村』、句集『借命』を発表しています。
　結核は過去の病気と思われがちですが、世界的に
は依然として罹患する人が多くおり、研究や対策は
日夜進められています。その中核的な役割を果たし
ていると言っていい研究機関が、公益財団法人結核
予防会結核研究所で、現在も世界各国の研究者が同
所に研修へ訪れています。
　「清瀬 結核の歴史展」では、80年以上にわたり結
核と対峙してきた清瀬の尊い歴史に光を当て、誇る
べき市の歴史の一面に触れることができます。

生涯にわたる
学習機会

（共に学ぶ）

人生のライフステージ

学びの成果を
社会に生かす
（共に育つ）

就学前教
育 義務

教育 高
等教育

社会人
教育

生涯学
習

　学びと育ちの循環型社会とは、市民の皆さんが生涯に
わたる継続した学びで培った知識・経験を社会に還元し
ていくことによって、あらゆる年齢層の学びを深め、つ
ながりを強めるとともに、誰でも参画できる仕組みです。
生涯学習で得たものを、地域コミュニティのつながりな
どを通じて若い世代へ伝えることで、下に表すような「学
びと育ちの循環型社会」を目指していきます。

 健幸で生きがい
のある学び・活動
を支援します

 郷土の自然や
文化への学びを
支援します

【郷土の自然・文化】

 家庭の教育力
向 上 を 支 援 し
ます

【家庭教育】

 学力を保証し健や
かな心と体を育て
ます

【学校教育】

 地域の力で清瀬
の 教 育 を つ な ぎ
ます

【地域コミュニティ】

世界を結核から守るまち KIYOSE
日帰りモニターツアー＆講演会

日帰りモニターツアー 講演会～清瀬と結核の関わり

　貸切バスにて市内の結核関連施設や歴史展の見
学など、１日で清瀬の結核への取り組みが体感で
きます。また、清瀬産野菜を使ったメニューが人気のレストランでの食
事もお楽しみいただけます。
募集人数　各日20人。最小催行人数各日15人（応募者多数の場合抽選）
申込み締切　１月24日㈫（はがきの場合当日消印有効）
当落の案内方法　応募者全員に当落結果を通知（ファクス・はがきで申
込みの方にははがきで、フェイスブックで申込みの方はメールで通知）

　結核予防会名誉顧問の島尾忠男氏を講師に迎え、
現在の清瀬及び世界の結核根絶の取り組みなどにつ
いての貴重な講演会です。
募集人数　150人（応募者多数の場合抽選）
申込み締切　１月31日㈫（はがきの場合当日消印有
効）
当落の案内方法　応募者全員に当落結果を通知（ファ
クス・はがきで申込みの方にははがきで、フェイスブックで申込みの
方はメールで通知）

①２月４日㈯ ②２月８日㈬
両日とも午前 10 時～午後４時

日程　2 月 12 日㈰午前 10 時～午後 0 時 30 分

結 核 研 究 所 や 外 気 舎 記 念 館（ 東 京 病
院 ）、清 瀬 結 核の歴史 展などを巡ります

島 尾 忠 男氏を迎え、清 瀬と結 核の関わりや
根 絶に向けた取り組みについての貴重な講 演 会

同 時 開 催
いずれも無料

要事前申込み

歴史を見つめ、明日を生きる

外気舎記念館

申込み方法　①ファクスで申込み＝市役所・各地域市民センター・生涯学習スポーツ課に置いてあるチラシ裏
面の参加申込書に必要事項を記入し、　042・521・５５５８へ。②はがきで申込み＝氏名・住所・性別・年齢・当
日連絡可能な携帯電話番号・同行者氏名・合計人数を記入し、下記問合せ先へ郵送。③フェイスブックから申
込み＝専用フェイスブックのエントリー画面より申込み（右記QRコード、または「結核医療KIYOSE」を検索し
てください。
問合せ　〒190－0023立川市柴崎町２－12－24MK立川南ビル３階　(株)JTBコーポレートセールス法人営業東
京多摩支店☎042・521・5550　 042・521・5558（平日午前９時３０分～午後５時30分）

応募方法
（モニターツ
アー・講演
会いずれも）

日程

清瀬病院跡
に建てられ
ている記念
碑。昨年市
の文化財に
指定された

清瀬の魅力、見つけ
た！


